
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ０ 年 ７ 月 １ ９ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏楽：千田祥子

黙 祷 一 同

讃 美※ 聖 歌 4 9 9 「 み く ら い を 降 り 」 一 同

主の 祈 り※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 聖 歌 2 8 「 若 草 の 牧 場 よ り 」 一 同

教会 学 校 紙 芝 居 「 一 緒 に 行 き ま す 」 牧 師

讃 美 聖歌 418「あなたの罪あやまちは」 一 同

聖書 朗 読 エレミヤ47:1-7

奨 励 エレミヤ書の福音(第44回) 牧 師

主 題 「希望の源泉」

讃 美 聖 歌 642「 望 み も 消 え ゆ く 迄 に 」 一 同

献 金 献金 と 感謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄※ 聖 歌 3 7 6 「 父 、 御 子 、 御 霊 の 」 一 同

祝 祷※ 牧 師

来週 の 箇所 ヨハネ福音書 18:12-27
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭ヶ丘キリストの教会ニュース

《今週の歩み》
７ /19(日 )聖 日 礼拝

/20(月 )
/21(火 )
/22(水 )
/23(木 )海 の 日
/24(金 )ｽﾎﾟｰ ﾂの 日
/25(土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 りの課題》
①家族の救いのために
②礼拝に来れなかった人々のために
③教会学校の子供達も救われますように

《 モ ア ブ 碑文 》
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「 モ アブ (メ シ ャ )碑 文 」 抜粋
「 私は メシャ 、 ケモシの息子 、デボンのモアブの王である 。私の父はモ

アブの王であ った－30年間 、私は私の父の後に王となった 。 そし て私

はこの高き所をケモシのため聖域内に作った ･ ･ ･なぜな ら 、彼はすべて

の王たちを私に与え 、彼は－私が見下ろせる よ うに されたか らであ る－

私のすべての敵たちを 。

オ ム リ は イス ラエルの王であ り 、 彼 は長年に渡 ってモアブ を虐げて

いたが 、 このためにケモシは憤っていた－彼の地に対して 。 そして彼の

息子が彼の地位に君臨し 、 彼は同 じ く 語 っ た 。 「 私 はモアブ を虐げ る

であ ろ う ！ 」 。 私 の日々に彼はそ う語 った 。 し か し私は彼 と彼の家を見

下ろし 、そしてイスラエルは敗北した 。それは永久に敗北した！。 」
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